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電気的に磁性を制御できれば、スピンを用いたデバイスに新機能を付加できる。絶縁膜を介し

て磁性体にゲート電圧を印加する手法、つまり電界効果を用いてそれが実現できれば、電流を用

いない省エネデバイスが可能となるであろう。ゲート電極/絶縁膜/強磁性材料によって構成される

キャパシタンス構造を用いて磁性を電界制御する試みは、強磁性半導体において初めて報告され

た[1]。強磁性転移温度[1]、保磁力[2]、磁気異方性(磁化方向)[3]、磁気モーメント[4]など様々な磁

気的特性の制御が可能となっている。最近では強磁性金属を用いて同様の試みが室温においても

報告されるようになり[5-11]、応用の観点から広い関心を集めている。最近我々は電界による

Co[8,9]や Fe[10]の強磁性相転移や磁気モーメントの制御に成功した。本講演では主にその詳細に

ついて報告する。また、電界により磁壁の伝搬スピードが桁違いに変化することも見つけたので

[11]、議論を行う。 
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